
Aブロックの「会話（形式指定）」
上位作品です。

形式指定の初トライは、会話のカタチで書いてください、と

いうお題でした。あなたなら、どの作品を推しますか。

答えは作品のあとの講評にてどうぞ。







「会話」本選Ａブロック作品講評

１　どこにでもある溜息   3位   9ポイント

　はぁぁぁ。この脱力感こそ、梅雨のこの季節にふさわしい。
　TAさんからあなたへ、そんなメッセージをこめた今週の表
紙作品、作者さんが登場されてびっくり！　でした。
　それにつけても表紙作品を２回連続で３位まで押し上げてし
まうAブロックのみなさまをTAさんたちは、とても頼もしくお
ぼしめしておられるごようすです。

２　三月十一日　停留所にて   10位   0ポイント

　バスとチャリという乗り物の違いにうまくシンクロさせて、
親友との心を許しあった会話が、ほんとにさわやかに聞こえて
きました。
　一読では状況が追いにくかったのですが、三度めに、ああバ
イトって進学目ざしてのなのかな、と深い設定まで見えてきた
つもりになった次第です。

３　心の中で　～二つの声～   6位   4ポイント

　心の中の葛藤。まさに書き手の気分をあらわして親近感を誘
います。
　もう少しだけコラムランドから離れていただいたほうが、よ
り良かったかと。

４　前期日程合格発表待ちの日々   8位   3ポイント

　うんうん、あの時期ってそんな感じだったよね、と、この場
のみなさまの共感を誘いそうな。
　それだけに、「ゼンキ」って何？　という人にも分かるよう
な一工夫がほしかった。

５　雪の日   10位   0ポイント

　雪の日の怪談でしょうか。小学生のかわいらしさと転んだ跡
という物的証拠のインパクトで、ドラマが盛り上がって、うー
ん、コワイようとしっかり入り込めました。

６　自己分析   2位   21.5ポイント

　レイアウトのうまさに拍手です。つぎつぎ浮かぶ問の軽重を
みごとに視覚的に表現して、自問自答の気分にまさにぴたりで



す。
　内容とスタイルを同調させるって、うまく行くとほんとに効
果的なんだ、とつくづく実感。でもって「生きていたい」他が
４つの班でヒットして、イチオシフレーズ大賞受賞です。おめ
でとう、赤ずきんちゃん。

７　再会   10位   0ポイント

　なつかしほのぼの会話の気分が、何気ないやりとりからしっ
かり立ちのぼってきます。
　どの地方か、くらいは伏せ字にせずに見せたほうが、もっと
リアリティ増すのでは。

８　神様はだあれ   6位   4ポイント

　狐？　坊やのかわいらしさは出ているのですが、何の動物か
分かって、その「らしさ」が出ると、もっと生き生きした会話
になるのでは。
　でも、お茶会で作者さんに伺ったら、敢えてぼかしたんだそ
うな。兎でも狐でもご自由に、と。

９　（株）人体構成商事   10位   0ポイント

　骨、筋肉、肺、心臓、脳でしょうか。それぞれにキャラクタ
ー付けされた口調が賑やかで楽しかったです。
　ラストの醒めたコメントは、せっかくのテンションを下げて
しまうので、ハチャメチャのまま行っていただいてもよろし
かったのでは。

１０　家にかえると   5位   7ポイント

　さびしさの形、とても共感しやすいフレーズでまとめて、し
みじみです。
　特に「風呂いれて」「洗濯できてる？」と機械に語りかけ
ちゃってるくだりがユーモラスで、実感こもってました。

１１　神頼み   4位   8ポイント

　シュールだね、とTAさんたちに評判でしたが、まさかここ
まで順位を上げるとは。。。
　Aブロックのみなさまの（以下略）

１２　庭園   10位   0ポイント

　ブラックなお話なのですね。ちょっと書きすぎだったか。
　もっとシンプルでも伝わったと思います。

１３　身の上相談   1位   30.5ポイント



　１行オチの鮮やかさを堪能させてくれます。前半の、ありき
たり会話で作った流れを「ちょっと待て」の１行でずしりと堰
き止めた、その剛腕がおみごと。

　激戦を勝ち抜いての首位、おめでとう！

１４　ばれてはならない…   8位   3ポイント

　いっしょうけんめいたくらむ子供たちのかわいらしさが、ラ
ストで気持ちよくはじけて、幸せ気分全開でした。いいなあ、
お父さん。

１５　訳せ   10位   0ポイント

　うーん、さすがに分かりません。へぇ、サングラスって「墨
鏡」なんですね、と感心。
　中国語選択のかた向けコラムということで。

１６　（クロスワード）   10位   0ポイント

　解き始めたら止まらない。フロア中で解いてるのは、なかな
か壮観で、点は入らなかったけど、それはそれで作品としては
幸せだったのでは。
　作るのたいへんだったろうなあ、しかも「会話」で。おつか
れさま。


